
令和 4 年度 病院指標 

社会医療法人若弘会 若草第一病院 

２．診断群分類別患者数等（診療別患者数上位 5 位まで） 
 

  各診療科別に患者数の多いDPC14桁分類について症例数、平均在院日数（自院、全国）、

転院率、平均年齢を各診療科別に上位 5 つを掲載しています。 

※10症例未満「-」で表示しております。 

 

【内科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日
数(自院)

平均在院日
数(全国）

転院率 平均年齢

040081xx99x0xx 誤嚥性肺炎 手術なし 手術・処置等２なし 36 19.90 21.11 22.22 84.00

110310xx99xxxx 腎臓又は尿路の感染症 手術なし 24 15.40 13.61 8.33 82.70

100393xx99xxxx その他の体液・電解質・酸塩基平衡障害 手術なし - - 10.58 - -

180010x0xxx0xx 敗血症（1歳以上） 手術・処置等２なし - - 19.61 - -

080010xxxx0xxx 膿皮症 手術・処置等１なし - - 13.50 - -  

解 説 

 緊急による高齢の誤嚥性肺炎の患者さんを多く受け入れており、敗血症等、重症な疾患にも

対応しています。高齢の感染症等の患者さんは入院期間が長期化傾向にあります。当院でも退

院支援であるＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）と各病棟に退院支援看護師を配置し、患者さ

んとご家族が安心して過ごせるように、療養先施設や在宅へ向けたサポートに努めております。 

 

【消化器内科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日
数(自院)

平均在院日
数(全国）

転院率 平均年齢

060100xx01xxxx
小腸大腸の良性疾患（良性腫瘍を含む。） 内視鏡的大腸ポ
リープ・粘膜切除術

321.0 2.60 2.64 0.00 68.80

060340xx03x00x
胆管（肝内外）結石、胆管炎 限局性腹腔膿瘍手術等 手術・
処置等２なし 定義副傷病なし

164.0 12.70 8.94 10.36 76.10

040081xx99x0xx 誤嚥性肺炎 手術なし 手術・処置等２なし 124.0 21.80 21.11 34.67 84.60

060130xx0200xx
食道、胃、十二指腸、他腸の炎症（その他良性疾患） 内視
鏡的消化管止血術等 手術・処置等１なし 手術・処置等２な
し

68.0 4.80 8.87 58.82 77.40

110310xx99xxxx 腎臓又は尿路の感染症 手術なし 61.0 16.50 13.61 11.47 80.10  

解 説 

 最新の内視鏡システムを導入し早期胃癌、胃腺腫、早期大腸癌、大腸ポリープに対する 

内視鏡治療を多数行っています。また、胆管結石、胆管炎等の治療も行っています。夜間等の

時間外にも内視鏡検査を行える体制を有しており、地域医療に密着した急性期病院の消化器内

科の役割を果たすべく、積極的に高度な医療提供を行っております。潰瘍性大腸炎や慢性肝炎

等の専門性の高い疾患にも対応しております。近隣施設とも連携し患者さん一人一人の疾患に

合った治療の選択を行っております。 
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【循環器内科】  

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

050130xx9900x0
心不全 手術なし 手術・処置等１なし 手術・処置等２なし
他の病院・診療所の病棟からの転院以外

46 53.50 17.54 21.74 88.10

050210xx97000x
徐脈性不整脈 手術あり 手術・処置等１なし、１,３あり 手
術・処置等２なし 定義副傷病なし

22 28.30 9.89 13.64 83.20

050050xx9910x0
狭心症、慢性虚血性心疾患 手術なし 手術・処置等１１あり
手術・処置等２なし他の病院・診療所の病棟からの転院以外

20 2.20 3.04 0.00 74.20

050050xx0200xx
狭心症、慢性虚血性心疾患 経皮的冠動脈形成術等 手術・処
置等１なし、１,２あり 手術・処置等２なし

15 19.50 4.26 13.33 72.50

050070xx99000x
頻脈性不整脈 手術なし 手術・処置等１なし 手術・処置等
２なし 定義副傷病なし

14 15.10 6.24 14.29 76.00
 

解 説 

 急性心筋梗塞症、狭心症などの虚血性心疾患をはじめ、弁膜症、心筋症、不整脈、心不全、

大血管疾患、末梢血管疾患などの循環器疾患全般にわたって、診断、治療を行っております。

また緊急心臓カテーテル検査に対応しており、経皮的冠動脈形成術（ＰＣＩ）等のより専門性

の高い治療を行える体制を整えております。 

 

 

【外 科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

060160x001xxxx 鼠径ヘルニア（15歳以上） ヘルニア手術　鼠径ヘルニア等 39 6.10 4.59 0.00 68.00

060035xx010x0x
結腸（虫垂を含む。）の悪性腫瘍 結腸切除術　全切除、亜
全切除又は悪性腫瘍手術等 手術・処置等１なし 定義副傷病
なし

31 15.30 15.40 6.45 74.60

060035xx99x5xx
結腸（虫垂を含む。）の悪性腫瘍 手術なし 手術・処置等２
５あり

28 3.00 4.24 0.00 58.60

060035xx99x6xx
結腸（虫垂を含む。）の悪性腫瘍 手術なし 手術・処置等２
６あり

25 2.90 4.44 0.00 53.30

060335xx02000x
胆嚢炎等 腹腔鏡下胆嚢摘出術等 手術・処置等１なし 手
術・処置等２なし 定義副傷病なし

23 10.50 6.93 0.00 65.70
 

解 説 

 大腸癌に対する手術症例が最も多く、良性疾患では胆石症、鼡径ヘルニアに対する手術を多

く行っています。急性胆嚢炎などの緊急手術にも対応しております。また当院はがん診療拠点

病院の指定を受けており、悪性腫瘍に対して、手術的加療以外にも放射線療法、化学療法等の

集学的治療も積極的に行っております。クリニカルパスを導入しており、治療の過程を明確に

して安全で合理的な医療の提供を行っております。近隣施設とも密に連携を行い、地域医療に

貢献しております。 
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【整形外科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

160690xx99xxxx
胸椎、腰椎以下骨折損傷（胸・腰髄損傷を含む。） 手術な
し

62 20.70 20.09 61.29 82.00

070230xx01xxxx 膝関節症（変形性を含む。） 人工関節再置換術等 59 29.20 22.44 8.47 75.00

07040xxx01xxxx
股関節骨頭壊死、股関節症（変形性を含む。） 人工関節再
置換術等

58 23.60 20.14 10.34 71.10

160800xx01xxxx 股関節・大腿近位の骨折 人工骨頭挿入術　肩、股等 49 29.20 26.42 59.18 82.50

160760xx97xx0x 前腕の骨折 手術あり 定義副傷病なし 30 8.50 4.86 6.67 70.10  

解 説 

 各種骨折、筋・腱の手術、人工関節、スポーツ外傷・障害、関節鏡や顕微鏡視下の手術と 

幅広い整形外科疾患に対応しております。 

ＭＲＩやＣＴを用いて各疾患の積極的診断を行い、保存的加療・手術的加療の判断をしており

ます。また機能障害を最小限にするため早期からリハビリテーション介入を実施しています。 

 同一法人にはわかくさ竜間リハビリテーション病院を有しており、治療からリハビリテーシ

ョン、在宅ケアへとシームレスな診療が可能となり、近隣施設とも密に連携を図った退院調整

に取り組んでおります。 

 

【脳神経外科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

010060x2990401
脳梗塞（脳卒中発症3日目以内、かつ、JCS10未満） 手術な
し 手術・処置等１なし 手術・処置等２４あり 定義副傷病
なし発症前Rankin Scale 0、1又は2

64 15.60 15.97 31.25 72.80

160100xx99x00x
頭蓋・頭蓋内損傷 手術なし 手術・処置等２なし 定義副傷
病なし

43 7.70 8.54 16.28 74.30

010040x099000x
非外傷性頭蓋内血腫（非外傷性硬膜下血腫以外）（JCS10未
満） 手術なし 手術・処置等１なし 手術・処置等２なし 定
義副傷病なし

42 20.60 19.58 52.38 66.50

010230xx99x00x てんかん 手術なし 手術・処置等２なし 定義副傷病なし 35 9.40 7.33 14.29 66.30

160100xx97x00x
頭蓋・頭蓋内損傷 その他の手術あり 手術・処置等２なし
定義副傷病なし

30 11.90 10.14 20.00 79.10
 

解 説 

 脳梗塞、脳動脈瘤、慢性硬膜下血腫等疾患を受け入れており、脳卒中ホットラインを利用 

した急性期病変に 24 時間対応できる体制を整えております。また急性期血栓溶解療法や脳保護

療法を行っており、緊急手術にも対応しております。治療後のリハビリテーションについても、

近隣施設や、同一法人であるわかくさ竜間リハビリテーション病院と密に連携を取り、在宅に

向けた支援を積極的に行っております。 
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【眼科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

020110xx97xxx0 白内障、水晶体の疾患 手術あり片眼 52 1.8 2.63 0.00 79.10

020110xx97xxx1 白内障、水晶体の疾患 手術あり両眼 - - 4.67 - -

020250xx97xxxx 結膜の障害 手術あり - - 3.09 - -  

解 説 

 入院診療では白内障の手術を多数行っています。 

 

 

【耳鼻咽喉科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

030400xx99xxxx 前庭機能障害 手術なし 28 5.40 4.79 0.00 69.80

030240xx99xxxx 扁桃周囲膿瘍、急性扁桃炎、急性咽頭喉頭炎 手術なし 5 - 5.69 - -

030428xxxxxxxx 突発性難聴 4 - 8.56 - -

030240xx01xx0x
扁桃周囲膿瘍、急性扁桃炎、急性咽頭喉頭炎 扁桃周囲膿瘍
切開術等 定義副傷病なし

3 - 8.15 - -

030270xxxxxxxx 上気道炎 3 - 4.79 - -  

解 説 

 めまい症や咽頭喉頭炎に対する治療が多く占めており、近医のクリニックとの連携や

専門性の必要な疾患につきましては、大学病院等と連携して診療させていただいており

ます。 

 

 

【呼吸器科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日数

(自院)
平均在院日数

(全国）
転院率 平均年齢

040110xxxxx0xx 間質性肺炎 手術・処置等２なし 24.00 21.80 18.57 20.83 78.80

040040xx9900xx
肺の悪性腫瘍 手術なし 手術・処置等１なし 手術・処置等
２なし

12.00 13.10 13.49 8.33 78.40

030250xx991xxx 睡眠時無呼吸 手術なし 手術・処置等１あり 11.00 2.00 2.03 0.00 56.80

040040xx9909xx
■肺の悪性腫瘍 手術なし 手術・処置等１なし 手術・処置
等２９あり

- - 10.18 - -

040081xx99x0xx 誤嚥性肺炎 手術なし 手術・処置等２なし - - 21.11 - -
 

解 説 

 呼吸器科全般の疾患を受け入れております。間質性肺炎が多く、肺がん診断・生検、
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在宅酸素療法の導入や管理、睡眠時無呼吸症候群の診断も行っております。また、公害

（石綿）疾患にも対応しております。 

 また地域連携支援病院として近隣施設とも密に連携を行った治療に取り組んでおりま

す。 

 

 

【泌尿器科】 

DPCコード 傷病名 患者数
平均在院日
数(自院)

平均在院日
数(全国）

転院率 平均年齢

110080xx991xxx 前立腺の悪性腫瘍 手術なし 手術・処置等１あり 21 2.6 2.45 0.00 74.90

11012xxx02xx0x 上部尿路疾患 経尿道的尿路結石除去術 定義副傷病なし 13 8.8 5.29 0.00 78.50

110070xx03x0xx 膀胱腫瘍 膀胱悪性腫瘍手術　経尿道的手術 手術・処置等２なし 12 5.8 6.85 0.00 77.80

110310xx99xxxx 腎臓又は尿路の感染症 手術なし - - 13.61 - -

11012xxx99xxxx 上部尿路疾患 手術なし - - 7.93 - -  

解 説 

 前立腺癌、膀胱癌、尿管結石、腎結石、膀胱結石、腎盂腎炎に対する手術、治療を多く行っ

ています。前立腺生検が最も多く、次に多いのは膀胱癌に対する経尿道的膀胱悪性腫瘍手術を

受ける患者さんです。尿管結石、腎結石の患者さんに対して経尿道的摘出術以外に、体外衝撃

破砕術の施行も行っております。また膀胱結石や腎盂腎炎の患者さんも多く治療しています。 

 
 

集計方法、集計条件 

 集計対象患者は令和 4 年度（令和 4 年 4 月 1 日～令和 5 年 3 月 31 日）退院患者とする。

10 件未満の数値の場合は、個人が特定される為（－）としています。 

 転科においては、主たる診療科は医療資源を最も投入した傷病の担当医が所属する科で 

集計。 

 

 

 


